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令和５年度 №１３ 校長室だより 

通算№31(R5. 9.13) 

霧島市立国分小学校長 

☆ 本校の学力の状況について ☆ 
 
◎「標準学力検査の結果」（Ｒ５年４月に３～６年生が実施） 

 ３年 ４年 ５年 ６年 全体 

教科平均 ４９．３ ５０．２ ５１．７ ５１．４ ５０．７ 

知能平均 ５３．０ 
 ※ 見方 
   知能平均については，学年によって５１．６～５４．６の幅がありました。 
   知能平均の数値に比べて，教科平均の数値が大きい場合，よく努力していることになり，数値が小さ

い場合，能力に比べて努力が不足していることになります。努力と書きましたが，努力とは，「教師の
指導力や本人の学習意欲，家庭学習等の積み重ね等の結果」という意味になります。 

 ※ 考察 
   本校においては，教科平均も知能平均も標準の５０をおおよそ超えて良好ではありますが，知能に対

して教科平均が下回っています。（このことをアンダーアチーバーと言います。）本来ならもっと上位の
結果（教科平均）を出さなければなりません。 

   これらを踏まえ個々の結果を見てみると，本来持っているであろう力を出し切れていない子が多い
ことや，学級の中で学力の差が大きい学年があることが分かりました。この傾向はここ数年続いていま
す。ただ，昨年度に比べるとアンダーアチーバーの子が少なくなってきていることは良い傾向です。 

   今後とも，授業を充実するとともに，個別指導や学習タイム，家庭学習等の充実を図っていきたいと
思います。また，読書にも力を入れる必要があると感じています。 

 
◎「全国学力・学習状況調査の結果」（Ｒ５年４月に現６年生が実施） 

教 科 国分小 霧島市 鹿児島県 全 国 

国 語 ６６．０ ６８．０ ６７．０ ６７．２ 

算 数 ６１．０ ６１．０ ６１．０ ６２．５ 

平 均 ６３．５ ６４．５ ６４．０ ６４．９ 
 ※ 考察 
   今回は，両教科とも残念ながら全国平均を下回る結果でした。本校を含め，全国的な傾向として国語

の「書くこと」，算数の「図形」等の回答率が低いことが分かりました。また，これまでと同様に，個
によって差が大きいことも分かりました。今回の結果をもとに，学校全体で取り組むことや個票の活用
を図るなどの工夫を行っていきたいと思います。 

 
◎「鹿児島学習定着度調査」（Ｒ５年 1 月に，現 6 年生が５年生時に実施） 

 国 語 社 会 算 数 理 科 平 均 
本  校 ７０．２ ７３．２ ６５．２ ７１．８ ７０．１ 
姶伊地区 ７１．６ ７８．６ ６７．８ ７３．６ ７２．９ 
鹿児島県 ７０．９ ７７．５ ６７．４ ７１．７ ７１．９ 

 ※ 考察 
   この調査は，全体の通過率を７割に設定し問題を作成していることから，国語と社会，理科は学力が

ある程度定着していると言えますが，算数は昨年度同様，７割に届かず，特に「思考・判断・表現」の
力に課題があることが分かりました。ただ，昨年度までに比べ，無答率が減ったことは良い傾向です。
最後まで諦めずに，課題と向き合う姿勢が身に付いてきている証です。それから，文の読み取りや，問
題の条件に沿った解答を苦手とする傾向があります。問題の意図を読み取れるよう，授業はもちろんの
こと，個に応じた指導や学習タイム等の充実も図っていきたいと思います。 

 
☆ これらの調査をとおして今後重点的に取り組みたいこととして，授業においては，なぜそのよう

に答えたのか，考えたのかについて根拠をもって答えられるようにさせること，また，日頃から，
字数や時間などの条件を意識したまとめ方（書く活動）を意識して取り組ませることだと考えてい
ます。加えて，読み取る力をつけるために，家庭も含めた音読活動や読書活動の充実を図るととも
に，文章の大事なところに線を引くなどの取組もどの学年でも実践していきたいと考えています。 

☆ 学力向上は，学校での授業や個別指導等の充実とともに，家庭学習での積み上げも必要になって
きます。「家庭学習の手引き」「家庭学習の進め方」については，以前配布してあると思いますが，
ホームページにも掲載してありますので，確認されて家庭学習の充実にもご活用ください。 

学校教育目標「胸を張って堂々と生きる」 青少年赤十字の目標「気づき・考え・実行する」 


